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「あたりまえ」を守るために 

今年、第二次世界大戦終結から 80 年という節目を迎えます。この 80 年間、日本は戦後の

復興を経て、平和で豊かな社会を築き上げてきました。しかし、その平和が「あたりまえ」と

思われるようになった今だからこそ、私たちは再びその尊さを深く考える必要があるのでは

ないでしょうか。戦争の記憶が語り継がれにくくなる中、平和の価値をどのように伝えてい

くべきかを改めて考えさせられます。 
 

戦争を題材にした小説『終りに見た街』（山田太一著）は、戦争が単なる過去の出来事では

なく、現実の脅威として今も存在しうることを強く訴える作品です。現代の平和に暮らして

いた家族が、ある日突然、太平洋戦争末期にタイムスリップし、食糧不足や言論統制、大空襲

といった過酷な時代に投げ込まれるという物語は、戦争がいかに日常を根底から覆してしま

うかを鮮烈に描いています。結末では、現代の平和が一瞬で崩壊する可能性を暗示し、読者に

未来への不安と平和の脆さを考えさせます。 
 

この物語を通じて浮かび上がるのは、普段の生活がいかに貴重であるかということです。

私たちが手にしている平和な日々は、過去の犠牲の上に築かれたものであり、決して「あたり

まえ」のものではありません。しかし、その尊さが時に忘れられがちである現実があります。

平和な社会の基盤である日常生活が崩れる時、私たちは初めてその価値に気づくのかもしれ

ません。 
 

豊山町では、戦争の記憶を次世代に伝える取り組みとして、毎年「豊山町 今、考える平和」

を開催しています。今年は戦後 80 年という節目にあたり、従来のパネル展示などに加え、戦

争体験者のインタビュー映像の上映を新たに取り入れています。ある体験者は「豊山の上空

にたくさんの戦闘機がものすごい大きな音をたてて飛んできた。家族みんなで防災頭巾を被

って震え上がっていた。」と振り返ります。こうしたお話は平和な日常

がいかに尊いものであるかを多くの人々に伝える重要な役割を果たし

ています。 
 

戦争を知らない世代が増える中で、「平和の大切さ」を伝えることは

ますます難しくなっています。しかし、私たちは「過去を学び、未来を

考える」姿勢を忘れてはなりません。平和が「あたりまえ」である今だ

からこそ、その「あたりまえ」がいかに得難いものであるかを伝える努

力を続けることが重要です。「あたりまえ」の日常を守ること、それこそ

が次の世代に伝えるべき最大のメッセージです。 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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